
45

の
進
行
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

町
で
は
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
簡
素

で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
確
立
を
図
る

た
め
、「
大
津
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」（
平
成

17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
）を
策
定
し
て
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。こ
の
計

画
の
取
り
組
み
の
進
行
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
組
織
や
事
務
事
業
な
ど
の
見
直
し

○
行
政
機
構
を
見
直
し
、平
成
20
年
度
か
ら

部
制
を
導
入
。

○
庁
舎
内
の
配
置
替
え
を
実
施
し
、子
育
て

に
関
連
す
る
窓
口
を
集
約
す
る
な
ど
、総

合
窓
口
化
を
拡
充
。

○
総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入
札
制
度
の
導
入
。

○
人
事
評
価
制
度
の
導
入
。

■
民
間
委
託
の
推
進

平
成
20
年
度
か
ら

○
若
草
児
童
学
園（
知
的
障
害
児
施
設
）と

楽
善
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
。

○
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
包
括
的
民
間

委
託
制
度
を
導
入
。

■
定
員
管
理
の
適
正
化

○
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、計
画
期
間

の
5
年
間
で
正
職
員
を
2
1
2
人
か
ら

2
0
0
人
に
削
減（
平
成
20
年
4
月
1
日

現
在
の
職
員
数
2
0
4
人
）。

■
職
員
手
当
な
ど
の
適
正
化

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
保
育
園
勤
務
職

員
の
特
殊
勤
務
手
当
と
、若
草
児
童
学
園

勤
務
職
員
の
調
整
給
を
平
成
20
年
度
か

ら
廃
止
。

■
第
三
セ
ク
タ
ー
の
適
正
化

○
大
津
町
土
地
開
発
公
社
を
平
成
20
年
1

月
に
解
散
。

■
自
主
財
源
の
確
保
や
経
費
削
減

○
町
税
や
国
民
健
康
保
険
税
を
は
じ
め
、保

育
料
、下
水
道
使
用
料
、町
営
住
宅
使
用

料
な
ど
の
徴
収
対
策
を
強
化
し
、安
定
し

た
財
源
の
確
保
に
取
り
組
む
。

○
旧
菊
阿
中
学
校
の
一
部
や
区
画
整
理
保

留
地
を
売
却
処
分
。

○
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
料
バ
ナ
ー
広

告
を
導
入
。

○
職
員
数
の
適
正
化
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
。

○
新
た
な
町
補
助
金
交
付
基
準
の
策
定
と

見
直
し
。

　

他
に
も
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、地

域
通
貨（「
水
水
」）制
度
や
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
の
制
定
な
ど
、行
財
政
改
革
と
合
わ

せ
て
住
民
と
行
政
と
の「
協
働
」の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
主
な
取
り
組
み
の
内
容

最
近
の
主
な
取
り
組
み
の
内
容

　集中改革プランには72の改革項目があり、その進行状況は下表
のとおりとなっています。平成20年度上期現在で、24項目が完了、
23項目については改革に着手して一部実施中ですが、未だ25項目
が検討中となっています。また、この取り組みによる昨年度の改
革効果額は約1億4,600万円となりました。

　町内の各種団体などの代表委員、
学識経験者、一般公募委員など14人
で構成されています。町が進める行
財政改革の進捗状況について定期的
に報告し、具体的な意見や助言をも
らっています。各改革項目について
出された意見などはこれからの改革
推進に生かします。

　町では、集中改革プランの計画内
容や進行状況などを皆さんに公開し
ています。それぞれの改革項目毎の
取り組み状況など詳しい内容は、町
のホームページで情報提供していま
すのでぜひご覧ください。

行財政改革に関するご意見やお問い合わせ
役場企画課 行革推進係　☎（293）3118

大津町行政改革懇談会

■改革実施状況（項目数）
項　目 全部実施して、

完了したもの
改革に着手し、一部
実施しているもの

検討中のもの
（準備中を含む） 合　計

事務事業の再編・整理、
廃止・統合

24

9

1

3

0

9

2

23

14

0

1

1

2

5

25

2

2

0

0

20

1

72

25

3

4

1

31

8

民間委託の推進
定員管理の適正化
手当の総点検をはじめと
する給与の適正化
第三セクターの適正化
経費削減などの財政効果

合　計

■取り組みの結果、平成19年度は次の改革効果がありました
項　目

合　計

効果額 項　目 効果額

未利用財産の売り払い 4，540万円 職員数の削減 1，789万円

町税などの徴収対策 149万円 内部管理経費の削減、
日当支給、調整給の見直し 534万円

下水道の加入促進 1，702万円 町補助金の適正化 3，300万円

大津町土地開発公社の解散 535万円 行政バス運転業務の民間委託 59万円

町ホームページへの有料広告の導入 43万円 施設使用料減免措置の見直し 91万円

町長など特別職の報酬見直し、収入役
の廃止継続、町長交際費の削減など 1，605万円 組織の統廃合 251万円

1億4，598万円

集中改革
プラン

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

今

年
の
干
支
は
己
丑
。
丑
は
、動
物
で
言
う
と

「
牛
」で
す
。

　

牛
と
い
え
ば
…
菊
池
地
域（
大
津
町
・
菊
池
市
・

合
志
市
・
菊
陽
町
）は
、畜
産
業
が
と
て
も
盛
ん
な

地
域
な
ん
で
す
よ
。

　
「
平
成
20
年
畜
産
統
計
」に
よ
る
と
乳
用
牛
の

飼
養
頭
数
は
、1
9
，3
2
9
頭
。
実
に
、熊
本
県

の
43
％
を
占
め
、肉
用
牛
の
飼
養
頭
数
で
も
、

4
7
，2
8
3
頭
と
県
の
32
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、ご
存
知
の
と
お
り
、最
近
は
飼
料
価

格
の
高
騰
な
ど
の
影
響
で
畜
産
業
は
、大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

で
も
、悪
い
話
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新

年
に
ふ
さ
わ
し
い
お
め
で
た
い
話
題
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
熊
本
県
の
各
種
畜
産

共
進
会
が
行
わ
れ
、最
高
位
で
あ
る
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
大
津
町
の
畜
産
農
家
の
皆
さ

ん
が
受
賞
し
ま
し
た
！

あ

た
ち
の
元
気
の
源
は
食
べ
物
で
す
。
お
い
し

い
肉
や
牛
乳
は
元
気
で
健
康
な
牛
か
ら
つ

く
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、牛
だ
け
で
な
く
馬
、豚
、

鳥
と
、大
津
町
の
畜
産
農
家
は
お
い
し
く
て
安
全

な
農
畜
産
物
を
つ
く
る
た
め
、毎
日
努
力
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
も
、お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
元

気
に
一
年
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

私 第7回 ふれあい畜産まつり

■肉用種牛
　斎藤　俊昭さん（室）
■種馬　
　帆保　新次さん（下町）　

共進会（コンテスト）では、繁殖牛の体格や健康状態を審査します。乳牛では乳房も対象となります。
また肥育牛の基準は霜降り、肉・脂肪の色などを審査します。

（主催：熊本県畜産農業協同組合）

第21回 熊本県肉畜共進会

永田　陽一さん（矢護川）

（主催：熊本県畜産農業協同組合連合会）

第28回 熊本県乳牛共進会

西本　道靖さん（新）
にしもと　　みちやすなが た  　　よういちさいとう　　としあき

 ほ　ぼ　　 しん  じ

（主催：熊本県酪農業協同組合連合会）

つ
ち
の
と
う
し

つ
ち
の
と
う
し


